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図3 ドイツ語学習における事後アンケート結果（2017年度）
資料）アンケート結果。


















項目2 【 評価4＝高評価の理由 】
・最初に前回学んだことを再確認できるので良いと思った。
・ゆっくりじっくり進めてくれたので初めてのことを勉強しやすいスピードだった。






Ⅴ お わ り に
以上，本稿は，ドイツ語学習の指導方法の工夫を行い，どのような学習効果を得ることがで
きたのか，明らかにしようとするものであった。そのため，2つの仮説を立てた。具体的には，
反復学習による文法事項の知識理解の向上，読み物資料導入によるドイツに対する興味関心の
向上であった。
すでに述べたように，事後アンケート調査の結果をみれば，反復学習による文法事項の知識
理解の定着，読み物資料導入によるドイツに対する興味関心の広がりに寄与できたものと判断
できる。よって，指導方法の工夫は，受講者の学習理解・意欲を高めることに有効であった。
他方，文法事項の知識理解では，確認テストで一定の評価を得ながら，最終試験の結果に結
びついていない。今回も，履修者の半数程度，再試験を受けた。文法事項の学習内容が増える
に従い，過去の学習内容が希薄になっているものと考えられる。自宅学習のあり方が，直近の
確認テストの学習に限られ，全体を見据えて復習するような仕組みになっていない。
加え，自宅学習の方法に課題がみられた。例えば，新しい動詞や名詞を出題すると，全く解
答できないことがあった。この原因は，学習方法が丸暗記となり，文法構造を理解していなかっ
たものと推測できる。すなわち，知識の定着を重視した反復学習の方法が，影響を与えた。こ
の手の学習方法は，単位修得のための最低限の学習として役立つものの，ドイツ語のもつ面白
さを認識することは難しい。改めて，文法学習のあり方の難しさを痛感した。
これらの課題は，引き続き思考錯誤しながら，より適切な学習方法を開発し，克服していき
たい。
注
1）「ドイツ語」の授業は，短期大学部こども学科のみ，カリキュラム・時間割の都合上，履
修できない。
2）現在人称変化の語尾変化のごろ合わせによる覚え方は，ドイツ語の参考書などに掲載され
ていることが多い。なお，このごろ合わせは，2人称（親称）に2人称（敬称）を直後に
加えての表掲載の場合，順番が異なり使用できない。
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表5【ドイツのクリスマス】の選定理由（例）
・大通公園でミュンヘンクリスマス市をやっているから割と馴染み深いと思った。
・ドイツのクリスマスが長いということに驚いたからです。
・日本と違うところがあり，たくさんあり，驚いて一番印象に残った。
・クリスマスが12月初頭から，ケーキを作る話が印象深い。
資料）アンケート結果。
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